
【事務事業シート】
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

令和７年度　　事後評価シート

当初
事　項 総務系事務改革推進事業費 予算主管課 行政経営課

事　業

概　要

庶務事務システムの効率的な運用やシステム化に適さない事務の更なる集約化を図り、

働き方改革の一環である総務系事務改革を加速させる。

始期 2021

90 人役 目標値 140

終期

Ｋ  P  Ｉ

総務系事務に係る負担軽減人役

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 213.1 人役 実績値 人役

人役

実績値 44.01 人役 実績値 95.07 人役 実績値 153.7 人役

人役 目標値 190 人役 目標値 240R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
117117 千円

最終現計

予算額
114733 千円

最終現計

予算額

109.8 ％ 達成率 112.2 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 105.6 ％ 達成率

115787 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 100550 千円 決算額 99707 千円千円 決算額 102279 千円 決算額

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 13508 千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

８年度は、本庁分電話料金・NHK受信料の一括支払及び社会保険・雇用保険事務の段階的な集約を進めて

おり、また、庶務事務システムの安定稼働等により、KPIは目標達成すると考えられるところ、会計年度任

用職員に係る業務の集約化ニーズ等や当システムの更新時期（R9.7まで）を踏まえ、一層の成果向上に向

け９年度予算の見直しについて検討する。

当初
事　項 建設事業総合管理システム等運用管理費 予算主管課 行政経営課

事　業

概　要

7年4月から稼働する建設事業総合管理システム及び入札参加資格審査申請システムの運

用管理を行う。

始期 2025

終期

Ｋ  P  Ｉ

システムの運用に起因する重大な支障が生じた件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 件 目標値 件 目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件 実績値 件 実績値 件件 実績値 0

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

件 実績値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額

％ 達成率 100 ％ 達成率

104328 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 977

千円 決算額 103351 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

目標値０を達成しており、引き続き安定的な運用管理を行っていく。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

4

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

当初,2

月補正
事　項 成果重視型政策立案プラットフォーム運用管理費 予算主管課 財政課

事　業

概　要

政策立案型行政の強化に向けて、計画から立案、予算、執行、決算、評価に至る業務プロセス

に一貫して成果を重視するマネジメント体制を実現するため、その基盤となるシステムの運用

保守・機能改善を行うとともに組織への定着に向けた伴走支援体制等を整備する。

始期 2022

終期

Ｋ  P  Ｉ

成果重視政策マネジメント推進プランに掲げる成果指標（マネジメント改善性・職員習熟度）の達成率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 ％ 目標値 ％ 目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％％ 実績値 94.6

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

％ 実績値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
775304 千円

最終現計

予算額
322819 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 94.6 ％ 達成率

325885 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 462992 千円 決算額 57952 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 2003

千円 決算額 323882 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
職員習熟度、マネジメント改善性ともに前年度と比較して向上したものの、職員習熟度の達成率が89.2％と100%に届かな

かったことで、全体としても目標値には達しなかった。

※R7指標変更（R6以前の指標：開発進捗率）

総括

見直し方向性 改善

８年度の執行において、引き続き職員向け研修を実施し、職員習熟度の向上に取り組む。

当初,2

月補正
事　項 成果重視型政策立案プラットフォーム運用管理費 予算主管課 財政課

事　業

概　要

政策立案型行政の強化に向けて、計画から立案、予算、執行、決算、評価に至る業務プロセス

に一貫して成果を重視するマネジメント体制を実現するため、その基盤となるシステムの運用

保守・機能改善を行うとともに組織への定着に向けた伴走支援体制等を整備する。

始期 2022

終期

Ｋ  P  Ｉ

システムの運用トラブルによる停止時間（保守点検時間除く）

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 ％ 目標値 ％ 目標値 0 ％ 目標値 0 ％

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％％ 実績値 0

ストック

/フロー
ストック 達成率 ％ 達成率

％ 実績値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
775304 千円

最終現計

予算額
322819 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 100 ％ 達成率

325885 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 462992 千円 決算額 57952 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 2003

千円 決算額 323882 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
※R7指標変更（R6以前の指標：開発進捗率）

総括

見直し方向性 改善

目標値０を達成しており、引き続き安定的な運用保守を行っていく。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

% 目標値 100 %

実績値 % % 実績値 %% 実績値 16

Ｋ  P  Ｉ

開発進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 % 目標値 % 目標値 16

ストック

/フロー
ストック 達成率 ％ 達成率

% 実績値実績値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額

％ 達成率 100 ％ 達成率

37105 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 1374

千円 決算額 35731 千円 決算額

見直し方向性 維持

令和７年度のKPIは予定どおり達成しており、令和８年度もシステム開発構築完了によりKPIは目標達成す

ると考えられる。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

当初
事　項 次期旅費システム開発事業費 予算主管課 行政経営課

事　業

概　要

県職員約26,000人の旅費業務を統一運用している旅費システム（平成18年度運用開始）につい

て、各種基盤が老朽化している状況やデジタル化の進展を踏まえ、経済社会情勢の変化に対応

したシステムを再構築し、BPRによる業務効率化及び職員の事務負担軽減を図る。

始期 2025

終期 2026


